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（２）調査結果 

 

＜水稲＞ 

①生物多様性評価結果 

指標生物のスコアは、有機農業・冬期湛水管理・IPMの各取組実施ほ場でいずれも慣行

栽培ほ場より高く、スコアに基づく総合評価でＳ又はＡとなった調査区の割合は、慣行

栽培区は51％に対し、取組実施区84％（うち有機農業83％、冬期湛水管理81％、IPM95％）

となっている。 

 

図３－２ 指標生物スコア及びスコアに基づく生物多様性総合評価 
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②面的にまとまることによる効果 

 環境保全型農業の面的なまとまりの規模と、指標生物の調査結果との関係を分析し、

半径 200m 圏内に占める環境支払取組水田・有機水田の面積の割合が高いほ場では、指標

生物スコアが１ポイント程度高いことが確認された。指標生物別では、半径 200m 圏内の

環境支払取組水田の面積割合が多いとサギ類の密度が高くなる傾向があった。 

また、面的にまとまりをもって環境保全型農業に取り組む地域では、周囲の慣行ほ場

の生物多様性も向上している。 

 

         図３－３ 取組の有無及び半径 200m 圏内の水田面積と指標生物スコアの関係 

環境支払取組水田            環境支払取組水田のうち有機農業に取り組む水田 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③周辺環境との関係 

半径 200m 圏内の森林・草地・水域面積の割合が高いほ場では指標生物スコアが相対

的に高く、慣行栽培と比べた指標生物スコアの増分も、半径 200m 圏内の森林・草地・

水域面積の割合が高いほ場で相対的に高かった。また、指標生物別ではアシナガグモ類

個体数及び指標植物種数が周囲の森林・草地・水域面積の割合と相関する傾向があった。 

 

図３－４ 取組の有無及び半径 200m 圏内の森林・草地・水域面積と指標生物スコアの関係 
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＜大豆＞ 

いずれの地域でも、取組実施ほ場は慣行栽培ほ場と比較して指標生物の個体数が多か

ったが、調査ほ場数が限られており、面的まとまり等の効果について明瞭な傾向を確認

することはできなかった。 

 

       図３－５ 生物多様性調査（大豆） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜茶＞ 

いずれの地域でも、取組実施ほ場は慣行栽培ほ場と比較して指標生物の個体数が多か

ったが、調査ほ場数が限られており、面的まとまり等の効果について明瞭な傾向を確認

することはできなかった。 

 

図３－６ 生物多様性調査（茶） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 




